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太陽系研究の 世紀に向っ て

　一
応 21世紀到来とい う一

つ の 区切 りが ある とす ると， 私が わが国に根 ざした惑星探査 を，

と説い て まわる ように なっ たの は
，

1971年で したか ら
，
21世紀までには 30年近 くもあっ た．

それまで に ，
わが国の ロ ケ ッ トを使 っ て ，金星，火星は もとよ り木星探査 はなん として も実

現 したい と，夢 と現実の は ざまをさまよい つ つ
， 訴えは じめ たわけで ある．

　自らの 話を続けさせ て い た だ くの で あるが
，

1969 年7 月，
ア ポ ロ 計画の 成功に よ り人 間が

その 第
一

歩 を月面に 印 した時 ， 私は NASA の ゴ ダー ドに居た．夏の暑い 日で あ っ た事を思

い 出す． ゴダー ドに居る問ア ポ ロ の 幾つ かの ミッ シ ョ ン の 他 ， 火星フ ライバ イ も2回程あ っ

た． しか し， 1970年代に入 る と，
こ の 日の 昇る勢にあ っ た米国の 宇宙開発 に奇妙なこ とが

起こ りは じめた．NASA の予算が圧縮 され出 し，　 NASA で はニ ュ
ーヨ ークの 理論研究所が

一

つ 閉鎖された．ゴダー ドで も組織改編がめまぐる しく起 こ り，

一
般の研究者が暗い 顔をして

執行部の 陰口 をい うよ うに なっ た．そ れ以来 ，
た しか にス ペ ー

ス シ ャ トルや ボイジャ
ーの よ

うな大 きなプ ロ ジ ェ ク トは起 されたが，全体 として次第に 下 り坂に向い 始め た ようだ．

　 しか し， 1971年 2 月， 日本の 地に再び帰 っ た時 ， 私は 日米の 宇宙科学研究の ギ ャ ッ プに

た だ茫然 と立ちす くん だ．や っ と「お おすみ 」の 成功で人工衛星を打 ちhげる実績は得 た も

の の
， 「しんせい 」，「でんぱ」の科学観測内容は

， その データー伝送量
一

つ とっ て もわずか

64bitisec， 米加協同で 打ち上 げた ア ロ エ ッ タがすで に 64kbit／sec の デ ータ伝送力 を もっ て電

離層をくまなく調べ 尽 くしたのが なん と 10年 も前に なろ うとする 1963年で ある．私 もこの

まま日本の 宇宙科学に身 を投ず るか
， 成果 の上 りやすい デ

ー
タ解析屋 か理論研究に向 うか

，

しばしとまどっ た．

　当時 ， 多くの 若きわが国の 科学者は全 く日本の 衛星 を相手に して もい なか っ た風ぜい で あ

る．い や衛星 とい う仕事の 大変さに大方は及び腰で あっ たようだ．そ して宇宙研 は空洞化 し

て い た と言 っ て も過言で ない ような気がする ．本当に
，

一
流の観測研究を実施 したか っ た ら

米国の データを使 うしかなか っ た し， ロ ケ ッ トや科学衛星 プロ ジェ ク トには
一
歩も近づ かな

い 方が利口 と考える人が多くい て もや むを得なか っ たか もしれ ない ．そこで 当時の 宇宙研の

リ
ーダ格の先生は

，
とに か くわが国の電離層や磁気圏の観測が本物に なる に は宇宙研 内部の

人 とは限らず，広 く，将来の 宇宙観測に向けて志 をもっ た人 を求めて い た ような気がする．

　 い ずれに して も， こ の 方面で 一つ の 目標に達する まで には，成果がほ とん ど見えない よ う

な時代 に じっ と耐えて
，

とにか く20年間以上 に亘 っ て積み上げねばならぬ わけで
，

こ れは

大変な決心を必要 とするこ とだ っ た． しか し
，

とにか く， 私はわが国の宇宙観測の 道を再び
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歩 むこ とに した．

　実は
，

こ の 時心 に期する もの があ っ た．それ は ，

一
見途方もない ように見えるが

，
とに

か くわが国に は惑星探査の 夢が必 要だ．その 夢を作らねばな らぬ とい うもの で ある．経済

的 にも技術的に も，当時の米国に は
， お よ そ ， お よび もつ かない 遅 れで あっ た， しか し

，

そうした貧 しい 国だか ら惑星へ ゆ く夢をもとう．そんな風に考えた こ とを思い 出す．い つ

の 日か 20世紀の うち惑星に向 っ て探査機を打 ち上げ るこ とを 目標 にお くこ とに した．

　1985年い よい よ地球重力圏脱出の ときが きた，ハ レ
ー
彗星探査体の 成功で あるが ， しか

しその 後の M ’5へ の 道の りは遠 く， 厳 しい もの があっ た，い まようや く光が見えよ うとし

てい る．1992年惑星科学会がめで た く誕生 したの で あるが ，
こ こで 新 しい 学会員 として セ

ッ シ ョ ンに参加 して痛感するこ とがある．それは惑星探査 とい う求心力 を欠 い た ら惑星科

学は雑多な事項を横 ならびに した「ガラクタ」にな っ て しまうとい う恐れがあるこ とである．

21世紀 に向 っ て，惑星探査の 真の 戦略を立 て る時が きて い る ように思う．

東北大学理学部（日本惑星科学会会員）

　　　　　　　　　　　　大家　寛
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